添付様式１
補助事業の概要

１．補助事業のテーマ
	





２．会社（部門）全体の事業計画の概要
※事業計画（認定）の期間内のみ補助金が活用できます
	申請要件
	プルダウンでいずれかを選択してください
	計画（認定）期間
	令和　　年　　月　～　令和　　年　　月

	事業計画の概要
	











	事業計画を達成する上での課題とその解決方法（補助事業活用の必要性）
	












	事業計画と「添付様式２」や決算書に、内容（数値）の相違点がある場合の理由等（なしの場合は「なし」と記入。）
	











３．申請する事業の概要　
※海外販路開拓事業（グローバル枠）のみ応募する場合は「３．申請する事業の概要」①～⑤欄全てにおいて記入の必要はありませんが、添付様式３の提出が必須です。
※海外販路開拓事業（グローバル枠）とそれ以外の事業に同時に応募する場合は、それ以外の事業について概要を下記に記入したうえで、添付様式３も併せて提出してください。

①申請する事業ごとの具体的内容
　※複数の事業に申請する場合は、欄をコピーして事業ごとに記入してください
※展示会に出展の場合は添付様式４の提出が必須です
※新商品・新技術・新役務開発事業に申請の場合は、提出期日までにセンターの事前チェックが完了した製品企画書の提出が必須です
	申請する事業
	プルダウンでいずれかを選択してください
	取り組みの目的や具体的内容、成果目標等
	













②市場性・成長性（市場や顧客分析が適切で、それに沿った取り組み内容か）
	












③実現可能性（取り組み体制は適切か）
	












④地域活性化への波及効果
	












⑤補助事業スケジュール（交付決定月を基準に四半期ごとに記入）
	実施内容
	第１四半期
	第２四半期
	第３四半期
	第４四半期

	【例】
ＨＰの作成
	仕様作成（8～9月）
	業者選定（10月）
発注（11月）
制作（12月～2月）
	
	

	


	
	
	
	

	


	
	
	
	

	


	
	
	
	

	


	
	
	
	




４．その他の申請に関する状況等
①本補助事業（H30～）の活用状況について記入
	活用の状況
	プルダウンでいずれかを選択してください


②上記で「過去に活用した（現在活用している）」を選択した場合は、過去（特に直近）に完了した事業の概要と成果を記入してください（現在活用しているものが初めての活用の場合は、その内容を記入）
	











③②に記入したものについて、今回の申請との相違点や、活用にあたっての新規性を記入してください
	








